
1.背 景

1979年，アナログカセットテープを用いた携帯音楽プ

レーヤ，ソニーウォークマンのヒットにより，ストリート

においてイヤホンで音楽視聴をするというスタイルが当時

の若者を中心に普及した。1980年代にはCDプレーヤ，

1990年代にはMDプレーヤが登場し，カセットテープか

らデジタル媒体に移行したものの，基本的に収録時間1時

間前後で曲数も10曲前後が主流の，レコード同様の音楽

アルバムが一つの媒体（カセットテープ，MD，CD）と対応

する形で楽曲が管理されていた。つまり使用者が，自らの

音楽コレクションのうち，厳選した一部のみを持ち歩くス

タイルである。1995年に登場したデジタルオーディオプ

レーヤ（Digitalaudioplayer）であるが，概ね数百～数万

曲もの膨大な量を内蔵可能である。近年，デジタル音楽市

場の急速な規模拡大によって，デジタルオーディオプレー

ヤが携帯オーディオプレーヤのシェアで他のメディアを追

い抜き，トップシェアとなった（2006．三菱総合研究所，デ

ジタルオーディオプレーヤの保有状況�購入意向についての調査）。

これにより多くの使用者は，音楽コレクションの大部分又

は全部を持ち歩くことが可能となった。これはさらに，出

かける前に聴くアルバムを選ぶ行為の解消や，アルバム単

位に左右されずランダム，あるいは自分で作成したプレイ

リストに従って聞くことを可能とした。このように，デジ

タルオーディオプレーヤは私たちの携帯音楽プレーヤの使

用シーンを大きく変化させた。

1�1.デジタルオーディオプレーヤの基本構成

デジタルオーディオプレーヤとは，デジタル方式の音楽

ファイルを再生する音響機器で，携帯が可能なもの，かつ

ヘッドホンで視聴するものを指す。デジタルオーディオプ

レーヤは，音楽ファイルを記録する記録媒体，複数のファ
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イルを管理するファイルシステム，音楽ファイルを再生す

るデコーダ，音声を出力するアンプ（ヘッドホンアンプ），

操作ボタンなどの操作系，バッテリにより構成される。ま

た，ほとんどの機種では液晶パネルなどの表示装置を搭載

しており，再生中の楽曲タイトルやアルバム名などの情報

を表示できる。

1�2.使用方法に関わる付加価値機能

デジタルオーディオプレーヤは，メーカーごとに様々な

製品が発売され差別化戦略の競争が激しい分野である。内

部記憶装置の大容量化に伴い，プレイリストの指定といっ

た形で，再生する音楽を選べる機能を持つ製品も多くなっ

た。加えて，曲に関する様々な情報が記載された画面を見

ながら選曲できるなど，従来の携帯音楽プレーヤにはない

様々な利便性を備えており，この中には歌詞テキストファ

イルやデジタル画像の表示といった付加価値を持つ製品も

みられる。

1�3.デジタルオーディオプレーヤ市場の現状

アップル社製のiPodが市場の過半数シェアを獲得し，

ソニー社製のWALKMANが追う構図である。量販店店

頭では6割弱をiPod，3割弱をWALKMANが占め，2

社の寡占化が進んでいるとの調査結果がある（表1）。その

他のメーカーは2％以下のシェアで推移している。

技術の進歩により内部記憶装置がさらに大容量となり，

以前と比べ桁違いに大きい，最大4万曲を収容可能な機器

も現れた。

2.本研究の目的

デジタルオーディオプレーヤ登場以前の携帯音楽プレー

ヤは，一度に聞ける曲数がせいぜい数十曲で，それを換え

ようとすると物理的にカートリッジの交換が必要になる。

このことは，一旦カートリッジをプレーヤにセットしてし

まえば，曲選びのための操作系がスキップや早送り，巻き

戻しのみで簡単に行えたということである。ところが，デ

ジタルオーディオプレーヤはほとんどの製品が数百～数万

曲も入るので，そこから聞きたい曲を選び出すという行為

が従来の方法ではおぼつかなくなった。

こうした内部記憶装置の大容量化に伴う問題についてメ

ーカー各社は，これまでにない新しいユーザインターフェ

イスを付与して検索の工夫を行っているが，それでもユー

ザにとってストレスとなっている。本研究では現状の製品

の調査を行い，操作性の面からその原因を明らかにし，よ

りストレスのない操作の条件は何かを調べることを目的と

する。

3.方 法

実験手法は，ビデオによる行動分析法とインタビュー法

を用いた。操作の間違いは自覚されない場合が多いため，

操作の問題点を洗い出すためには，実際の行動を観察する

方法から分析する行動分析法を用いる。さらに，操作上の

ストレス等をとらえるため，自覚状況を知ることも必要不

可欠である。そのため，インタビューも行った。

実施日は2008年10月22日�23日である。

3�1.被験者

被験者には，健康な20～22歳の女子大学生10名を起用

した（表2）。視力の低い被験者にはメガネなどの視力矯正

器具を使ってもらった。また，被験者 10名のうち，デジ

タルオーディオプレーヤの使用経験者は5名，未経験者は

5名である。家電製品などの操作の巧拙は，年齢条件より

も経験の差のほうが一般的に大きいと考えられる。そこで，

年齢よりも経験の有無が結果に影響することを考慮し，事

前に被験者のデジタルオーディオプレーヤの経験について

インタビューし，被験者を選出した。

3�2.実験環境

実験は静かな室内で行った。実験中はビデオカメラを2

台使用し，操作中の手元と表情を撮影した。被験者は実験

前に椅子の位置を調整し，楽な姿勢をとって行った。撮影

の都合上サンプルの操作の位置は指定したが，サンプルの

持ち方や傾きは被験者の自由にとした（図1，2）。

3�3.実験対象サンプル

実験対象であるデジタルオーディオプレーヤには，次の

3機種を用いた。対象サンプルの選出条件は，音楽を聴く

ことにフォーカスした機器であること，問題が顕著にあら

われると思われる大容量タイプであることである。

2008年 12月現在で市販されているデジタルオーディオ
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表1.メーカー別2008年11月実売シェア

（BCNランキング）

メーカー別 販売数量シェア
（％）

金額シェア
（％）

アップル 54.0 58.7

ソニー 26.7 23.3

東芝 1.8 1.1

パナソニック 0.8 0.7

COWON 0.3 0.3

ケンウッド 0.5 0.2

クリエイティブ 0.2 0.1



プレーヤの容量で上位なのは，アップル社製iPodClassic

（第6.5世代）の120GB，次がソニー社製WALKMANの

16GB，COWON社製iAudioの16GBである。アップル

社にはこれ以外にも高容量のものはあるが，メーカーの偏

りを防ぐため今回は割愛した。

この3種を実験に使用するサンプルとして選出した。

3�3�1.各サンプルの操作系

各サンプルの操作系名称は以下の通りである（図3，4，

5）。操作方式は，サンプルA iPodClassicがタッチセン

サーに機械式スイッチを組み込んだもの（通称:クリックホ

イール）とボタン式，サンプルB WALKMANがボタン

式，サンプルC iAudioがタッチセンサー（通称:スウィ
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表2.被験者情報（抜粋）

被験
者名 年齢 操作

経験 操作歴 所有の携帯オーディオ
プレーヤ

1 Y.A 22 有 約2年 アップル「iPodnano」

2 K.U 22 有 約4年 アップル「iPodmini」

3 Y.H 21 有 約2年 アップル「iPodnano」

4 A.T 22 有 約3年 パナソニック「D-Snap
SV-SD370V」

5 T.O 22 有 約3年半 ソニー 「WALKMAN
NW-E103」

6 K.N 22 無 約5年 ソニー「MDWALKMAN」

7 M.M 20 無 無

8 N.H 21 無 無

9 R.S 22 無 無

10 Y.Y 22 無 無

図1.実験風景

図2.被験者の手元

図3.サンプルA（iPodClassic）操作系名称

図8.サンプルC（iAudio）の階層構造

図4.サンプルB（WALKMAN）操作系名称

図5.サンプルC（iAudio）操作系名称

図6.サンプルA（iPodClassic）の階層構造

図7.サンプルB（WALKMAN）の階層構造



ングタッチ）とボタン式である。

3�3�2.各サンプルの階層構造

上に，各サンプルの検索階層構造を示す（図6，7，8）。

サンプルA，Bは多種多様な検索が可能であるが，サン

プルCは単一の検索構造しか持たない。

3�4.その他実験条件

各サンプルに同じ楽曲，5125曲を収容した。

実験を始める前に，実験者が取り扱い説明書を見せ，各

サンプルを実際に操作しながら口頭で説明した。その直後

に，被験者に操作させて，理解できているかどうかの確認

を行った。

3�5.実験タスク

サンプル3種をランダムな順で，指示に従って操作させ

た。1サンプルにつき3曲をランダムに提示し検索作業を

行わせた。操作中は思ったことなどを積極的に発話するよ

うに促した。

楽曲情報と実験手順は以下の通りである（表3，4）。

（あ）は曲名の最初が漢字，アーティスト名がアルファ

ベット表記のもの。（い）は曲名の最初がかな文字，アー

ティスト名の最初が漢字のもの。（う）は曲名，アーティ

スト名共にアルファベット表記のものである。

なお，本実験でアーティスト名から検索させる設定にし

たのは，サンプルCが �アーティスト�からの検索しか

できないため，条件をそろえるために統一したものである。
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表3.楽曲情報

曲名 アーティスト アルバム

（あ） 終わりなき旅 Mr.Children Discovery

（い） テルーの唄 手嶌葵 ゲド戦記歌集

（う） ONEMORE
CHANCE

Madonna SomethingTo
Remember

表4.実験手順

導
入

本日は実験にご協力いただき，どうも有難うございます。

これから，デジタルオーディオプレーヤの操作性に関する

実験を行います。

実験の進め方について簡単に説明します。

これから（機器を手で示しながら）こちらの3台を，順

番に私の指示に従って操作していただきます。その様子

をビデオに撮らせていただきますが，気にしないでくだ

さい。

操作中，気になったことなどありましたら積極的に話し

て下さい。その言葉も重要なデータになります。ただ

し，質問等にはその場でお答えできないことはご了承下

さい。

各1機種に3パターンあるので，全部で9パターンありま

す。

1パターン操作が終わったら，その都度ヒアリングさせて

いただきます。9パターン終了したら実験終了です。

ここまでで，何か質問はありますか？ 実験中は基本的に

質問等にはお答えできません。

サ
ン
プ
ル
Ａ

それでは，実験をはじめます。

�ビデオカメラON

（楽曲情報フリップを見せながら）（あ）を �アーティスト�

から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

次に，（楽曲情報フリップを見せながら）（い）を �アーテ

ィスト�から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

では，（楽曲情報フリップを見せながら）（う）を �検索�

から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

それでは，次の機種に移ります。

サ
ン
プ
ル
Ｂ

2回目の実験を行います。

（楽曲情報フリップを見せながら）（あ）を �アーティスト�

から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

次に，（楽曲情報フリップを見せながら）（い）を �アーテ

ィスト�から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

では，（楽曲情報フリップを見せながら）（う）を �検索�

から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

それでは，次の機種に移ります。

サ
ン
プ
ル
Ｃ

3回目の実験を行います。

（楽曲情報フリップを見せながら）（あ）を �MUSIC�か

ら探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング



4.結 果

4�1.曲毎の検索時間

操作状況について，行動観察を行ったが，そのうち曲目

の指示から各楽曲を再生するまでの操作にかかった経過時

間を観察する。同じ楽曲の検索に，より時間がかかる場合，

なんらかの問題があると思われる。

4�1�1.曲（あ）の検索時間

サンプルAの検索時間が最も短く，サンプルCが最も

操作経過時間が長い傾向がみられる（図9）。

4�1�2.曲（い）の検索時間

サンプルAの検索時間が最も長く，サンプルB，Cは

操作経過時間がさほど変わらない（図10）。

4�1�3.曲（う）の検索時間

サンプルBの検索時間が最も短い（図11）。
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次に，（楽曲情報フリップを見せながら）（い） を

�MUSIC�から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

では，（楽曲情報フリップを見せながら）（う） を

�MUSIC�から探して，曲を再生してください。

�操作中

1パターン終了しました。操作した感想を簡単にお聞かせ

願えますか。

�ヒアリング

総
括

全3機種を操作してもらいましたが，操作した感想をご自

由にお聞かせ願えますか？ また，比較すると，どうです

か？

�ヒアリング

�ビデオカメラOFF

これで実験は終了です。有難うございました。

図9.曲（あ）の検索時間

図10.曲（い）の検索時間

図11.曲（う）の検索時間

図12.サンプルAの検索時間

図13.サンプルBの検索時間

図14.サンプルCの検索時間 ＊＊＊:p＜0.001

＊＊:p＜0.01

＊:p＜0.05



4�2.サンプル毎の検索時間

各サンプルにおいて各楽曲を再生するまでの操作経過時

間を示す。

4�2�1.サンプルAの検索時間

曲（あ）の検索時間が最も短い。それに比べ，（い）（う）

は平均して倍以上の時間がかかっている（図12）。

4�2�2.サンプルBの検索時間

曲（あ）の検索時間が最も長い傾向がみられる。これは

サンプルAの傾向とほぼ逆の結果である（図13）。

4�2�3.サンプルCの検索時間

曲（い）の検索時間が最も短い（図14）。

4�3.操作プロトコルの一例

ある被験者がサンプルAで曲（あ）を再生した際の，

プロトコルと発言を表記した。最短での操作ではない，不

要な操作と思われる行動に背景色をつけた。サンプルA

のクリックホイールの操作に慣れず，失敗したり項目を見

過ごしたりする様子が観察される（表5）。
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表5.サンプルAで曲（あ）を再生する際のプロトコルの一例

時 間

行 動

発 言
手 表示画面

目的項目の
表示

曲（あ） 右手親指

0h00m16s
ホイール上，

1/4右回転
0h00m17s アーティスト

名，うん。0h00m18s

0h00m19s
センターボタ

ンをクリック

「アーティスト」

＞項目「全ア

ルバム」

0h00m20s

0h00m21s

0h00m22s
「再生」へ移

動，すぐ戻る

0h00m23sホイール上，

1/4右回転を

3回繰り返し0h00m24s

0h00m25s

ホイール上，

4右回転

あー分かった。0h00m26s

0h00m27s

0h00m28s

0h00m29s

「Mr.Children」

が画面内に表

示中

0h00m30s

0h00m31s
ホイール上，

1左回転
はいってなー

い。
0h00m32s

0h00m33s

0h00m34sホイール上，

1/2右回転0h00m35s

0h00m36s
ホイール上，

1左回転

「Mr.Children」

が画面内に表

示中

はいってない

よー。0h00m37s

0h00m38s

時 間

行 動

発 言
手 表示画面

目的項目の
表示

0h00m39s

「メニュー」

上を，上方向

になぞる
「Mr.Children」

が画面内に表

示中

0h00m40sホイール上，

1/4右回転

あった。

0h00m41s

0h00m42s

ホイール上，

少しだけ左回

転

0h00m43s
センターボタ

ンをクリック

「Mr.Children」

＞曲「僕が僕

であるために」

0h00m44s

0h00m45s

「再生」上を，

下方向になぞ

る

うん。

0h00m46s

0h00m47s

ホイール上，

少しだけ右回

転

0h00m48s

0h00m49s
センターボタ

ンをクリック

曲

「DISCOVERY」

再生中

0h00m50s

0h00m51s

0h00m52s

0h00m53s

0h00m54s
違う，これじ

ゃない。
0h00m55s

空中で，指を

左右に動かす

0h00m56s

0h00m57s

0h00m58s
（曲を）止め

るの，どこだ

っけ？

0h00m59s

0h01m00s
センターボタ

ンをクリック

表示切替（ス

クラブバー）

0h01m01s
センターボタ

ンをクリック

表示切替（レ

ートドット）

0h01m02s
センターボタ

ンをクリック

表示切替（シ

ャッフル設定）

0h01m03s

空中で，指を

左右に動かす

止まらない。

0h01m04s
よく分からな

い。

0h01m05s なにこれ。

0h01m06s

0h01m07s
「メニュー」

をクリック

再生中＞曲

「DISCOVERY」
なんだっけな。

0h01m08s あ，分かった。

0h01m09s

0h01m10s

ホイール上，

1左回転

11項目下がる

（最下部につく）0h01m11s

0h01m12s
ん～…と。

0h01m13s

0h01m14s

4項目上がる

「終わりなき旅」

が画面内に表

示中
0h01m15s

ホイール上，

少しだけ左回

転



4�4.インタビューの分析

インタビューから得た情報を文章に起こした物から複数

の被験者に共通した指摘事項を以下に表記する。元データ

が話し言葉であるため，日本語の文法として誤った表現が

存在することを述べておく。

4�4�1.サンプルA（iPodClassic）の指摘事項（抜粋）

4�4�1�1.クリックホイールについて

サンプルA未使用者にとって，クリックホイールは微

調整がやりにくいと感じるようである。下記はそのコメン

ト例である。

・クリックホイールを使い慣れてないので，やりにくかった。

�被験者R.S�デジタルオーディオプレーヤ不所持

・クリックホイールが行き過ぎちゃって，やりにくかった。

行き過ぎるし止まってくれないから，一個ずつ押したかっ

た。�被験者K.N�デジタルオーディオプレーヤ不所持

・クリックホイールがムカつきました。慣れてないので，細

かい一個を行くのに，行き過ぎる感じが若干イラっとする。

ばーっと行くのは良いんですけど。�被験者A.T�パナ

ソニックD-Snap所持

4�4�1�2.曲名等リストの並び順について

サンプルAは，曲名等のリストがアルファベット�か

な文字�漢字（音読みの五十音順）の順になっている。日本

語検索についてのコメントが多く，ほぼ全ての被験者がコ

メントしていた。

・アルファベット，ローマ字だったら使いやすいかも，アー

ティスト名のところとかもローマ字のところだと，アルフ

ァベット順に並んでて，でもなぜか日本語のヤツはぐちゃ

ぐちゃっぽく見えてたから，それが分かりにくい。�被

験者R.S�デジタルオーディオプレーヤ不所持

・平仮名と漢字は日本語だから，分ける必要がないと思う。

漢字も多いし，これ何順なの？�被験者K.U�iPodmini

所持

・五十音順だと思ってたけど，（手は）「て」じゃなかった。

「た行」になかった。�被験者K.N�デジタルオーディ

オプレーヤ不所持

4�4�1�3.検索機能について

検索機能は，アップル社製品を使用している被験者でも

ほとんど使われていないことが判明した。検索機能がアル

ファベットに限られるという問題，また，スペースの入れ

方等操作が分かりにくいという指摘があった。

・検索結果に飛ぶ時。あれってローマ字だけしか検索できな

いね。じゃあ漢字の人のは，どうしたらいい？�被験者

R.S�デジタルオーディオプレーヤ不所持

・検索は普段は全く使わないけど，割と探しやすい？ アル

ファベットじゃないと探せないなら，あんまり使わないか

なぁ。検索のときに決定がどれか分からなかった。�被

験者K.U�iPodmini所持

・検索も大丈夫だった。ONEMって入れたら曲がありませ

んってなって。空白あけるじゃん。そのやり方が分かんな

かったけど上下したら，曲が出てきたから分かった。―被

験者Y.A�iPodnano所持

・検索での操作が初めてだったのでスペースがいるのが分か

らなくて戸惑いました。ONEMORECHANCEの間のス

ペースとか。スペースがないと探せないのかと気づきまし

た。�被験者T.O�ソニーWALKMAN所持

4�4�2.サンプルB（WALKMAN）の指摘事項（抜粋）

4�4�2�1.携帯電話の操作に近い

サンプルBは，携帯電話の数字キーの上にある方向キ

ーと酷似したインターフェイスを採用している。携帯電話

を日常使用している者にとって馴染みやすい印象をもたれ

ている。

・携帯みたいなんだよ。携帯の番号の部分がなくって，上の

部分だけのやつなんだよ，きっと。だから，やり易かった

んだ！ これ，携帯みたいだから，やり易かった。�被

験者K.N�デジタルオーディオプレーヤ不所持

4�4�2�2.曲リストの並び順について

サンプルBは，日本語のふりがなに対応しているので，

漢字�かな表記にかかわらず読み方の五十音順に並んでい
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時 間

行 動

発 言
手 表示画面

目的項目の
表示

0h01m16s

ホイール上，

少しだけ右回

転

4項目下がる

（最下部につく）

0h01m17s空中で，指を

左右に動かす0h01m18s

0h01m19s
ホイール上，

1/4左回転
5項目上がる

止まらなーい，

意味分からな

い。
0h01m20s

ホイール上，

少しだけ右回

転

5項目下がる

（最下部につく）

0h01m21s

0h01m22s
ホイール上，

1/4左回転
3項目上がる

0h01m23s

0h01m24s
ホイール上，

1/4右回転
3項目下がる

0h01m25s

ホイール上，

少しだけ左回

転

3項目上がる

0h01m26s

えー行き過ぎ

ちゃう，これ

やだ。

0h01m27s

ホイール上，

少しだけ右回

転

1項目下がる

0h01m28s

0h01m29s
センターボタ

ンをクリック

曲「終わりな

き旅」＞再生中



る。ただし，アルファベット情報についてはふりがな対応は

なく，アルファベット順で，かつ日本語の後になっている。

・ちゃんと漢字の読みも対応してるね。読みと平仮名がちゃ

んと混じってるから，�A�でまさに迷ってたところで迷

わなかった。�被験者K.U�iPodmini所持

・アーティスト名を平仮名で検索してたんで，「み」で探し

てたんですけど英語があることに気づかなくってビックリ

して，それで焦っちゃってMr.Childrenが「M」のとこ

ろにあるのを見逃しちゃったんですけど。�被験者N.H�

デジタルオーディオプレーヤ不所持

・最初「み」で探してたんだけど，「あ，違うんだコレ」と

思って，ずっとやっていくうちに「A」が始まったから

「あ，そういうことか」と思って。日本語が最初なんだね。

次にアルファベットだって途中で分かってからは困らなか

った。�被験者Y.Y�デジタルオーディオプレーヤ不所

持

・手嶌葵を調べたいときに「あかさたな」って出るからすぐ

に「て」ってやって手嶌葵を探すことができるっていうの

はやり易かった。日本語からあとに英語みたいな検索で出

てくるからマドンナを調べるときはちょっとやりにくかっ

た。�被験者Y.H�iPodnano所持

4�4�2�3.文字検索機能について

サンプルBは，イニシャルサーチという，最初の1文

字のみで検索する機能がある。シンプルな機能である半面，

同じ頭文字に曲目等が多すぎると，検索性は高くないと感

じる被験者が存在した。

・検索のヤツは，よく分からなかった。1文字を押しただけ

で。それしか出来ない？�被験者R.S�デジタルオーデ

ィオプレーヤ不所持

・「M」だけで，「M」が大量に出てきた。Madonnaだから

早かったけど，もし下のほうだったら面倒くさい。沢山あ

るときは，このイニシャルサーチはあんまり意味ない。�

被験者K.U�iPodmini所持

4�4�2�4.操作ボタンについて

サンプルAユーザ及びサンプルAを実験時に先に使っ

た被験者は，ボタン部が円いことからサンプルAのクリ

ックホイールと同様の操作と思ったことがうかがえる。

・癖で回しちゃったけど全然進まない。で分かったよ，すぐ

に。�被験者Y.Y�デジタルオーディオプレーヤ不所持

・一気に早送りしたかった。一個ずつじゃなくて，ばーっと，

はやく飛ばせる機能が欲しかった。�被験者K.N�デジ

タルオーディオプレーヤ不所持

4�4�3.サンプルC（iAudio）の指摘事項（抜粋）

4�4�3�1.サイズについて

サンプルCは，今回の3サンプルの中でもっとも小型

のプレーヤである。操作ボタンや表示等，すべての面にお

いて小さく，あまり見やすくない印象をもたれたようであ

る。

・字が小さく探しづらかった。通り過ぎちゃってましたね。

見にくい！ 見づらかったです。もう少し字が読みやすけ

れば，気づいてたと思うんですけど。過ぎちゃいましたね。

�被験者A.T�パナソニックD-Snap所持

・画面が小っちゃいから，疲れちゃうかも。目が疲れる。�

被験者R.S�デジタルオーディオプレーヤ不所持

4�4�3�2.曲リストの並び順について

リストの並びにくせがあり，頭文字はアルファベット順

なのに，その後の並びがローマ字の母音順になっている。

また，曲名には元データの拡張子がそのまま表示されてい

る。

・Maの次がMiで…。おかしいね。頭文字のABC順なん

だけど，その次の単語はもうABC順じゃないらしくて。

ABC順になってると思って探したから，Madonnaが見

つからないって。�被験者R.S�デジタルオーディオプ

レーヤ不所持

・「.mp3」とか曲名の後ろに拡張子が毎回ついてるのが気に

なる。そこ取れよとか思うんだけど。そのままファイルを

表示してるって感じなのかな？� 被験者 K.U�iPod

mini所持

4�4�3�3.操作ボタンについて

操作ボタンに関しては，物理的に動かないボタンのため，

操作のフィードバックがなく，使いにくい印象をもたれて

いるようである。また，多くの曲を一覧するのに，ボタン

を押し続けるのもストレスであったようである。

・しにくい。しにくい。押してる感覚がないから，コレ押し

てもタッチだから。それで，なんか難しかった。あんまり，

慣れてないから好きじゃないけど，�A�以上にきいてく

れないから。すごいどんどん下に下げていかないと見つか

らないヤツなのに，下にずーっとやっていかなきゃいけな

いのが大変だった。不便だった。�被験者R.S�デジタ

ルオーディオプレーヤ不所持

・タッチセンサーが短いのが気になった。体力勝負みたいな。

常にコレとの戦いみたいな感じだったから，操作が複雑じ

ゃない点は良いと思うんだけど，面倒くさかった。曲数が

少なかったら，これで全然良いと思う。�被験者N.H�

デジタルオーディオプレーヤ不所持

5.考 察

5�1.操作のしやすさについて

・インタビューより，サンプルA「このホイール（タッチ

センサー式）は微調整が難しく，探している曲名を行き

過ぎてしまう」と 10人中 8人が発言した。加えて，
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iPod操作経験者の3人中全員が，それは「いつも思う」

と発言した。また，事前実験でも同様の発言が多く得ら

れた。タッチセンサー式は微調整が難しく，確実に選択

するという動作に不向きである。

・一方，サンプルBについては，大量の曲を送る操作に

は多少ストレスを感じているが，微調整を筆頭として，

総じて使いやすいという評価を得ている。

・サンプルBの操作系は概して高評価であったが，サン

プルAの所有者及び，実験においてサンプルAを先に

経験した未所有者からは，大量の曲のリストを素早く見

るにはサンプルAのクリックホイールの方が優れてい

るという評価を得ている。これは，ボタンを押すという

行為と指先を回すという行為の特性ではないかと思われ

る。指先を回すのは，自分で早さを調整しやすいのに対

し，ボタンを押すという行為では早さのコントロールが

やや困難であるといえる。

・サンプルCについては，大量の情報を扱うには使い勝

手が悪い操作系という評価をされた。サンプルA，B

と違い，前面ボタンにタッチセンサを採用しており，物

理的なクリック感など，触覚フィードバックのないこと

に起因すると思われる。

5�2.曲リスト順について

・アーティスト名からの検索であるが，曲（あ）はアルフ

ァベット表記であり，曲（い）は漢字表記のアーティス

ト名である。サンプルAでは，被験者全員が曲（あ）

より曲（い）のほうが経過時間が長い傾向がみられた。

この理由としては，サンプルAはアルファベット表記

の検索に優れる半面，漢字表記の検索に劣ることが分か

る。それも当然で，サンプルAは，日本語での検索に

ついてはほとんど対策が打たれていない。具体的には，

現在のiPodは，曲のアーティスト名などの日本語表記

を文字コード順（かなのあいうえお順→漢字の音読みのあい

うえお順）に並べる。しかし，漢字表記の場合，文字コ

ードの順序は読みがなの順序と一致しないことが少なく

ない。つまり，iPodではユーザが予想する順序で曲名

が並ばず，探している曲名を見つけることが困難になっ

ている。

5�3.曲の検索機能について

・サンプルAの「検索」では，文字を1文字1文字入力

し検索結果へ飛ぶ方式がとられている。大量の曲数が収

録されている時，最低でも3文字以上入力しなくては絞

りきれない。よって文字入力する方法を手間に感じると

いう意見が多く挙がった。（手間な理由はクリックホイール

操作の行動分析からもたらされた）

・また，検索結果にどうすれば移れるのか，検索開始ボタ

ンが分かりにくく，間違いが多くみられた。これは，本

体の操作部に表記がないことが一因として考えられる。

・サンプルBの「イニシャルサーチ」は，頭文字の1文

字だけを入力し検索するものである。経過時間のグラフ

より，アルファベット表記である曲（い）と曲（う）の

経過時間には，ほぼ差はない。インタビューより「膨大

な曲からの検索として絞れず役に立たないと感じる。」

という意見も挙がった。大容量対策としては，イニシャ

ルだけの入力では不足であることが観察された。

・サンプルCには検索機能がついておらず，比較できな

かった。この仕様からもサンプルCは，大容量を収容

できる性能に対して，操作面で対応しきれていないこと

がうかがえる。

5�4.表示�表記のサイズについて

・サンプルA，Bでは表示の見にくさについて特に指摘

がなかったが，サンプルCでは被験者の多くが表示の

見にくさを訴えた。これは，サンプルA，Bに比べてC

がかなり小さく，表示や表記もそれに準じて小さくなっ

ていることが一因であろう。

5�5.被験者の慣れや経験について

・今回の被験者は，サンプルAに類する製品の所有者が3

名，サンプルBに類する製品の使用者が1名，その他

のデジタルオーディオプレーヤの使用者が1名，サンプ

ルBと同じメーカーのMDプレーヤ使用者が1名，未

使用者が4名という内訳であった。市場でもアップル社

製品（サンプルA系）が寡占状態であり，ソニー製品（サ

ンプルB系）が半分以下の出荷数，その他のメーカーに

至ってはほとんど売れていないといっていい状況なので，

今回のユーザの所有機種の割合については市場を反映し

ているという意味で妥当であると思われる。

・基本的には，同様の機種を使用している被験者は使用方

法で迷うことが，他のユーザより少ないようである。た

だし，サンプルAの検索機能等，日本語未対応で普段

日本人が使わないだろうと思われる機能は，やはり入力

方法などで戸惑いや間違いが散見された。

・サンプルAの未所有者にとって，サンプルAのクリッ

クホイールは使いにくいもののようである。プロトコル

分析中でも，探したい曲で止まらず行き過ぎたりする行

動が観察されている。またインタビューにおいても，ク

リックホイールの使いにくさを多くの被験者が指摘して

おり，初めて触るユーザにとって，決して使いやすいも
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のではないことがうかがえる。ただ，サンプルA所有

者では同様の声は聞かれなかったことから，慣れれば使

いこなせるものであるようである。

5�6.各サンプルの状況について

特にインタビューや行動分析の結果から，各サンプルの

具体的な問題要素がいくつか導き出された。以下に記す。

5�6�1.サンプルA（iPodClassic）

曲リストの並び順や，操作の習熟を必要とするクリック

ホイール，アルファベットにしか対応しない検索など，日

本において5割を優に超えるシェアの割には日本人にとっ

て問題が多い。ふりがな検索への対応など，日本語にもっ

と対応することが今後求められる。

・インタビューより，アルファベット表記の後に日本語表

記がくるので，膨大な数から日本語名を選ぶとき，最上

部から最下部への移動が必要となり，それがストレスに

感じる，という意見があった。

・タッチセンサーを撫でる操作で，選択移動スピードが意

思と異なる。

・現在の位置が分からなくなることがある。迷子になる。

・日本語表記が正確な五十音順に並ばず，手間取る。

5�6�2.サンプルB（WALKMAN）

アップル社のiPodが市場寡占状態のため，正面の円い

十字カーソルをアップル社同様のクリックホイールと勘違

いしてしまう被験者がみられた。誤解を生む形状は避けた

方が無難であろう。一方，日本のメーカーらしく，曲検索

のふりがな対応や，日本の携帯電話に似たインターフェー

スは多くの日本人にとって（特にデジタルオーディオプレー

ヤ使用層），受け入れやすいもののようである。検索時間や

印象もよく，本研究では最も問題の少ない機種であること

は間違いない。

・習慣でボタン部をタッチセンサー式のように撫でてしま

う。

・アルファベット名のアーティストでも邦楽は日本語名の

一覧にあると思い込み日本語訳で探して見つからない。

5�6�3.サンプルC（iAudio）

全体的に，サンプルA，Bと比べ操作系に関しては問

題が多い。検索方法が一種しかないとか，曲名に拡張子が

ついたまま等，文字表示の小ささも含めてユーザビリティ

上の問題が多数観察された。大容量でなければこういった

操作系でも問題はないと思われる。

・表示文字が小さく目に負担を感じる。また，1ページの

項目数が非常に多くなる。

・現在の位置が分からなくなることがある。迷子になる。

・タッチセンサーが敏感すぎて押すつもりでなくても反応

する。

・操作部にボタン式がなく全てタッチセンサー式であり，

選択した感覚が薄い。

・横画面で操作しにくい。縦画面で操作可能にしたほうが

使いやすいのではないか。

6.結 論

様々な問題要素が挙がったが，大きく分けて，次の5つ

に集約された。

1.操作部の機能や反応速度が意図と異なるもの

2.タイトル名の順序によるもの

3.膨大な曲数からの負担によるもの

4.文字書式の視認性によるもの

5.被験者の経験から無意識に起こる習慣によるもの

である。

これらの諸問題を解決することにより，さらに使いやす

く曲の選びやすいプレーヤを開発することが可能である。

基本的には，日本人の感覚に合わせた改変（曲順の並び

や携帯電話の操作系に近い等）を積み重ねることで，多少の

改善は見込まれると思われる。

ただし，携帯オーディオプレーヤの検索性に関しては，

今後まだまだ新しい解決法を探してゆく必要を感じる。

今回の実験は，約 5,000曲の中から一曲を選び出すとい

うタスクを採用した。これは，このタスクが大容量の問題

が明らかになりやすいと予測されたために採用したもので

ある。実際の携帯オーディオプレーヤの主な使い方は，曲

選択というよりも，アルバムやアーティスト，あるいは自

作のリストを選択し，その曲群を流しっぱなしにする聞き

方の方が主流である。この場合，単一の曲を探すのに比べ，

検索するリストの項目数は概算で1/10以下になる。その

ため，実使用時は，今回の実験ほど，問題点は明らかにな

らないものと推測される。

また，デジタルオーディオプレーヤは，基本的にパソコ

ンをホストにするため，パソコンにも楽曲管理/視聴ソフ

トが付属する。今回の3サンプル共に，このパソコンソフ

トには，曲検索にインターネット検索やデータベースソフト

で使用される，高度な文字検索機能がある。デジタルオー

ディオプレーヤにも，こういった高度な検索法を搭載する

ことは，おそらく不可能ではない。しかし，パソコンはキ

ーボードでの操作が主で，文字を入力することに使用者の

抵抗が少ないことがこの機能がある主因である。そもそも

携帯オーディオプレーヤにキーボードを搭載してもさほど

使いやすくはないし，今のところ，アルバム探し程度では，

そこまで高度で正確な検索自体のニーズがないのであろう。

―43―



しかし，アップル社iPodのアルファベットのみの検索，

ソニーWALKMANのイニシャル1文字だけの検索が共

に問題のあることが本実験により明らかになった。これら

の改善の方向性は，前述の通り本研究で，ある程度明らか

にできたと考える。

高容量メモリの低価格化は現在も進んでおり，一つのプ

レーヤに入れられる曲数は，特に廉価の機種において増え

る可能性が高い。そのため，近い将来，この検索のしにく

さの問題が社会的に顕在化する可能性も大いにあると考え

られる。今後，さらなる使いやすさ，曲の選びやすさにつ

いて研究を継続してゆく所存である。
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